
（様式⑦-1　小学校・中学校）
　

朝の学習（火・木・金）の時間の定着を図り、基
礎・基本の力をつける取り組みを継続する。
金曜日は書くことに重点を置いた学習をする。

　
単元テスト（知識技能）９０点以上

単元テスト
学期末

B B

国語の知識・技能の項目においてっ
各学年で８０点台後半から９０点台
に迫る点数を取ることができた。しか
し，算数の知識・技能については，
複数学年で平均点が９０点を大きく
下回る学年があるなど課題の残る
結果となった。

B

５・６年生での平均９０点というのは少し目
標が高いのかもしれない。学年が上がると
学習内容も複雑になってくるので，段階的
に目標点数を設定してみてはどうか。ICT
など昔と比べ学び方が変わってきている。
さまざまな方法で基礎基本の力を付けて，
中学高校年代で主体的に学習に取り組め
るよう粘り強く取り組んでほしい。

●読書活動を推進する。
水は朝の読書タイムとし、学校全体で読書に取
り組む。

・読書ノートの読了状況の調査（改良した読書
ノート）
・堺市児童生徒学習生活状況調査で「本が好き
で、たくさんの本を読んでいる。」の項目→肯定
70%以上

・読書ノート
・堺市児童生徒
学習生活状況調
査

学期末
年度末 B C

　学校アンケート調査より，「本が好
きで，たくさんの本を読んでいる」の
項目について肯定的回答の割合が
52.3％だった。タブレットの普及によ
り休み時間や授業中で読書活動を
する時間が減ってきている。改めて
低学年から本の魅力について体感
する経験を積み上げていく必要があ
ると思われる。次年度に向けて読書
活動を推進する取組を図書委員会
を中心に各教室でも行っていく。

B

学校関係者からは、「子どもは先生による
読み聞かせをより強く求めている」との切
実な声が寄せられました。また、読書への
興味を育むため、ホームルーム等で「なぜ
本が苦手なのか」を話し合ったり、肯定派
と否定派でディベートを行ったりするなど、
子ども同士の対話を促す具体的な提案も
いただいています。実態把握に留まらず、
子どもの本音を引き出す工夫を求める声
が多く、今後の本校の取り組みに大きな期
待が寄せられています。

●家庭学習確立のための取り組み。

・自主学習ノート活用状況
・堺市児童生徒学習生活状況調査で「自分で計
画を立てて勉強をしていますか。」の項目で堺
市平均、もしくは前学年の結果を上回る。

・自主学習ノート
・堺市児童生徒
学習生活状況調
査

学期末
年度末 A A

全学年，自主学習ノートに意欲的に
取り組むことができた。また，朝礼で
紹介されるために努力する児童が
現れるようになった。今後もこの取り
組みを継続して，学校全体として，
自主学習を盛り上げていきたい。

A

学年が進むにつれ意欲が高まる姿や活動
の徹底を評価する声が届いています。自ら
図書館で調べるなど、主体的な学びに繋
がる変化を歓迎しつつ、読書活動との連携
や「次なる目標」への期待も寄せられまし
た。家庭での好影響を喜ぶとともに、さらな
る取り組みの深化を求める前向きな意見
が中心となっています。

確
か
な
学
び

A

確かな学びと豊かな心・健やかな体をはぐくむ　学校力向上プラン【学校評価書】

・「わかりやすい授業づくり」
のために、すでに３つの学
年で公開研究授業を行い、
当日の参観だけでなく、事前
の指導案検討や事後の研
究討議会などを悉皆で行っ
てきた。教職員同士の意見
交流を深めながら、授業力
をともに高め合うことができ
ている。
・本市・他市の先進的な事例
を学ぶICT活用（コラボノート
等）の研修を行い、各指導
者でその内容を活かした取
り組みを始めている。

確かな学びの現状
 
　各学年での計画的、組織的な取り組みは継続して行っているが、まだまだ改善を期待できることが多い。特に本校では、昨年度「書く」力
の向上を目指した研修を重ね、子どもたちが自分の思いや願い、感情を相手に分かりやすく伝えられるようにすることをめざした。継続的
な取組の成果として、「はとぶえ」に掲載された作文や詩の数が倍増したり、体感として、書くことに対する壁が低くなっている児童がいた
り、さまざまな場面で、その成果が表れるつつあるが、十分とは言えない。今年度は特に、子どもたちの主体性を育むべく、その力がしっか
り発揮され、育つ指導・支援を実行していきたいと考えている。子どもたちが「やってみたい」「わかるようになりたい」といった自らの意思で
学ぶ姿を表出したいと考えている。そのためには、各教科の魅力をふんだんに味わえるおもしろい授業が欠かせない。教職員で研修を重
ね、本校の児童の実態に合わせた具体的な指導・支援方法を確立していきたい。
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中学校区におけるめざす子ども像　：　　積極的、主体的に学び続ける子・自ら学び、共に考える子

大
項
目

進捗確認
（～10月）

具体的な取組
（●重点とする取組　★中学校区での取組）

具体目標

堺市立東百舌鳥小学校

A

中
項
目

・研究授業の実
施状況
・学校アンケート
・堺市児童生徒
学習生活状況調
査
・授業観察
・児童のノートな
どの成果物

学期末
年度末

教職員が互いに授業を見合い、研鑽
を積む姿勢に対し、「若手育成の観
点でも重要」「意見交換の継続が大
切」と肯定的な評価をいただきまし
た。一方で、他校との交流によるさら
なる質の向上や、理解が不十分な児
童への具体的な配慮を求める声も上
がっています。特に、子どもの「わか
らない」という背景を丁寧に見極めて
ほしいという要望があり、指導技術
の向上とともに、個々の躓きに寄り
添う視点の深化に大きな期待が寄せ
られています。

A

自己評価

・昨年度より全ての学年で研究
授業を行い、当日の授業参観
だけでなく、事前の指導案検討
や事後の研究討議会などを通
し、教職員同士の意見交流を
深めながら、授業力をともに高
め合うことができた。
・児童アンケートではおおむね
良好な数値が得られ、児童の
学習への前向きな態度を醸成
することができたと考える。
・新型iPadの導入に合わせ、児
童が授業で効果的に活用でき
るよう、研修を通し、教職員の
指導力の向上ができた。

基
礎
基
本
の
定
着

各学年，毎週自主学習ノートに積極
的に取り組んでいる。また，テレビ朝
礼で各学年の素晴らしい自主学習
ノートの紹介を行い，全校生徒に自
習学習を前向きに取り組んでいける
よう働きかけている。

判断基準
（評価のものさし）

言語活動を重視し、基礎基本の
定着を図る。

教職員研修を充実させ、児童の
基礎的・基本的な知識や技能を
活用して、問題を解決できる教
職員の指導力の向上を図る。

●全学年で研究授業を行い、当日の授業参観だけでな
く、事前の指導案検討や事後の研究討議会などを通
し、教職員同士の意見交流を深めながら、授業力をとも
に高め合う。
●中・高学年への専科指導及び教科担任制の導入に
よる授業の質の向上、および授業担当時間の削減の
推進をはかり、担任と個々の児童が十分に向き合える
時間を確保する。
●ICT機器を活用することで、児童が主体的に授業に
取り組めるように指導する。
●自力解決に率先して取り組むための支援を行う。
(ノート指導、教室や板書への掲示物、前時の復習やつ
まずきへの支援 など)

・全学年による研究授業および事後討議会
・児童アンケート「先生はわかりやすく勉強を教
えてくれる」の肯定的解答が９０％以上
・堺市児童生徒学習生活状況調査の「勉強して
いるときに、わからないことがあってもあきらめ
ずに取り組んでいますか」の項目→堺市平均を
上回る。
・堺市児童生徒学習生活状況調査の「問題の
解き方や考え方がわかるようにノートに書いて
いますか」の項目→堺市平均を上回る。

校長　川人　慎二

豊かな心・健やかな体の現状
 
学校のルールや集団行動については、組織的に継続した取組を行っているが、課題が残る部分がある。研修の充実を図るとともに、学校の
ルールや集団行動について児童が主体となって活性化した取組を行いたい。また、規範意識の向上についても粘り強く取り組んでいきたい。
特別支援教育については、校内支援委員会のさらなる組織的な取り組みの強化を行いたい。今後も、学力向上と学級経営を基盤とした人権
教育、特別支援教育を含めた組織的な生徒指導体制を一体的に進めるとともに、保護者・地域の支援・協力を得て、学校・保護者・地域で子
どもを育てていく取り組みを推進したい。

学校教育目標　「ゆめを持ち、自分の良さを伸ばし、自分も人も大切にできる、心豊かな子どもの育成」
　令和7年度 学校重点目標　「心地よい学びがあふれる学校づくり」
●わくわくする心地よさ ： 知的好奇心を刺激し、子ども自身が「問い」をもち、主体的に解決していこうとする学びを実現する。
●安心できる心地よさ ： すべての子どもたちにとって学校や教室が安心できる場となるよう、子どもたち一人一人が自分も他者も大切にしようとする心情の醸成を図る。
●達成する心地よさ ： 学習、生活場面の中で個人また集団での「できた」「わかった」体験を積み重ね、集団としての自尊感情を高める。

学校関係者評価

１学期の単元テストにおいて、算数で
は、1・3・5・6年、国語では、1・6年で90
点前後の点を取っている。全国学力テス
トの知識技能領域では、6年生は堺市平
均と同程度、すくすくウォッチの知識技
能領域では5年生は平均を少し下回る結
果となった。クラスの実態に合わせて、
単元テストの再テストを取り入れ、より基
礎・基本が定着するよう復習に力を入れ
ていく。

●改良した読書ノートを使
い、読書を進めている。毎月
の委員会の時に進捗状況を
確認し、声掛けをしている。
簡素化したことにより、記入
しやすそうではある。
●朝読の日には委員会の子
どもによる放送を入れ、週１
の朝読の日を大切にできる
ようにしている。

評価時期評価方法
達成状況(年度末)



人権教育の指導内容、指導方法を研究し、授業
を実践し、仲間づくりとコミュニケーションの向上
を図る。

・授業の中で、ペア活動・班活動を取り入れ、交
流の場を増やしている。

授業の観察
実践報告書（人
権ウィーク）

随時
年度末

A A

各月の人権テーマに応じた実践や
ペア活動、学年間の交流の機会の
充実により、仲間づくりとコミュニ
ケーションの向上をはかることがで
きた。

A

総合的な学習の時間・生活科と人権教育とのか
かわりを年間計画に位置付け、各学年の学習
の流れに見通しを持たせる。

・年間指導計画を作成し、計画的に実施してい
る。

年間指導計画 年度末 A A

年間計画をもとに、おおむね順調に
実施できた。毎学期初めと終わりに
計画の見直しや進捗の確認を行う
機会を設けたので、漏れのないよう
に行うことができた。

A

研修指導委員会を通して、困っている子どもを
報告する機会を設け、月ごとの変化や成長を学
校全体で共有する。

・配慮が必要な児童の実態を把握し、児童理解
を深める。

毎月の研修指導
委員会

毎学期 A B

配慮が必要な児童の実態は、毎月
の研修指導委員会で情報共有でき
た。学校全体にもっと広げられる機
会をとることができたらよかった。

A

毎月の共有体制を「十分である」と評価する声
がある一方、具体的な共有手法や記録のあり
方を問う指摘も寄せられました。情報の蓄積や
管理、活用方法の明確化に対し、地域社会か
らの高い関心が示されています。

道徳の授業や人権教育をはじめ、普段の生活
の中で、ちがいを認め合い、たがいに思いやる
優しさを育てるために人権テーマを設定し、人
権の講話や授業実践に取り組む。

・（３～６年生）学校アンケートの「人の気持ちが
分かる人になりたいと思いますか」という項目
で、「当てはまる」という回答を９０％以上にす
る。

学校アンケート 年度末 B A

（３～６年生）学校アンケートの
「人の気持ちが分かる人になり
たいと思いますか」という項目
で、「当てはまる」という回答が
95.5％であった。

A

高い肯定率を歓迎する一方、設問の抽象
性を指摘し、多様性の尊重や他者を認め
る具体的な視点の必要性を問う意見が寄
せられました。数値の維持を願うとともに、
他者理解の質をより深める指導への期待
が示されています。

●（特別支援教育に関して）
・様々な課題や困難を抱える児童の特性や発達段階に応じ
た指導の工夫と、授業のユニバーサルデザインを推進する。
・児童や保護者の困り感に寄り添い、教育相談を充実させ
る。

・児童のアセスメントを通して、具体的な支援・
対応策を検討する。
・職員一人ひとりのスキルアップをめざして、校
内研修を実施する。

授業の観察
研究授業
教室環境

年度末 A A

支援学級児童が通常学級でも安心
して過ごせるよう,全学年で啓発授業
や交流会を展開した。校内の特別支
援研修には毎回たくさんの教員が参
加した。

A

研修の充実は評価しつつ、「困り感を自覚して
いない児童へのアプローチ」の難しさに言及が
ありました。個別の支援に加え、認知特性の多
様性を前提とした「認知方法の平均化」を求め
る期待が寄せられています。

・支援を必要とする児童に対して個別の支援計
画・指導計画を作成し、コミュニケーション能力
や自己肯定感を育む。
・支援学級、支援学級児童の理解啓発を進め、
インクルーシブ教育の推進を図る。
・支援学級・通級指導教室・不登校支援教室・
通常学級の連携を強化する。

・支援コーディネーターを中心とした校内特別支
援委員会の充実。　　　　　　　　　　　　　　　　　・
生徒指導・SC・SSWなどの関係機関と必要に応
じて連携することで、チームとして対応する。
・年間を通して積極的に交流や啓発の機会を設
ける。

児童観察
教室環境
児童の感想

年度末 A A

特別支援研修において教職員のス
キルアップをめざすと共に、各学年
での成果と課題を明らかにし，具体
的な支援策に迫ることができた。ま
た、通級担当とともに多くの教育相
談を実施した。保護者の思いに寄り
添い必要であれば関係機関に繋ぐ
など，児童の実態に合わせた支援を
進めることができた。

A

自己肯定感を育む姿勢や保護者の思いに
寄り添う対応に、深い共感と賛同の声をい
ただきました。多忙を極める支援現場を慮
りつつも、担当者任せにせず学校全体で
課題を共有し、組織的に取り組む体制を
「大きな強み」として高く評価されていま
す。今後も全校一丸となったインクルーシ
ブな支援の継続が期待されています。

保健に関して
・毎月の安全点検
・児童に応じた安全指導
・保健について啓発活動

・保健安全委員会を通して、安全面について考
え、怪我・事故の防止に努める。
・危険を予想し、怪我や病気・事故をしないよう
注意して行動できる。
・ほけんだよりや保健室前掲示を活用し、児童・
職員の安全に対する意識を高める。

・児童観察
・安全点検表
・保健室利用状
況

随時
年度末

B A

児童の保健安全委員会で，保健安
全に関するクイズラリーを実施し，寒
い中でも，外に出て運動するように
啓発をした。
また，昨年度と比較して，保健室へ
の来室人数が減少している。（昨年
度１１月は４５８人に対し，今年度１１
月は１８８人）

A

来室者数の大幅な減少という成果に対し、
高い関心と好意的な評価をいただきまし
た。一方で、特定時期の数値だけでなく、
年間を通じた推移や長期休暇明けの児童
の様子など、より詳細な実態把握を求める
声も上がっています。数値の背景にある児
童の心身の変化を注視し、継続的な啓発
活動の質を高めていくことへの期待が寄せ
られています。

体育指導・体力向上に関して
・高学年体育専科による他学年への授業の実
施
・なわとびタイムの実施

・新体力テストの記録を比較（４月と２月に各学
年１クラスを抽出し実施）
・なわとびタイムの参加状況

・新体力テスト
・児童観察

随時
年度末

A A

・堺市平均を上回っている種目が
「握力」「ソフトボール投げ」「立ち幅
跳び」。下回っている種目が「上体起
こし」「２０mシャトルラン」
・なわとびタイムを１１月からの５か
月間で実施し、毎回約５０名が参加
するなど取り組む児童が増えてい
る。

A

なわとびの習慣化を評価しつつ、「次なる
活動」や、休み時間・放課後の自発的な運
動への波及を期待する声が届いていま
す。また、運動習慣の二極化を懸念する指
摘もあり、全児童の体力向上に向けた更な
る工夫が求められています。

望ましい食生活習慣の確立に関して
・全学年で朝食に関する指導
・全学年で食品ロスに関する指導
・生活習慣アンケート結果を活用した啓発
・長期休業中に食事作りの課題を実施

・朝食を毎日食べると回答した割合８５％
・給食を残さず食べていると回答した割合５０％
・食品ロスについて知っていると回答した児童
の割合９０％
・自分で食事の用意ができると回答した割合８
５％

・教職員アン
ケート
・生活習慣アン
ケート

学期末
年度末

B B

・朝食を毎日食べる82.9％・給食を
残さず食べている29％・食品ロスに
ついて知っている96％・自分で食事
の用意ができるの88.5％という回答
割合となった。食品ロスについては
意識が高まったが，朝食摂取と給食
を残さず食べることについて課題が
残った。

B

食品ロスへの意識向上を評価する一方、
給食の残食率の高さに対し、要因の分析
や児童の認識との乖離を指摘する声が届
いています。「食事の用意」の定義の確認
を含め、数値の背景にある実感を重視した
丁寧な実態把握と指導への期待が寄せら
れています。

生活習慣の確立に関して
・アンケートの実施やアンケート結果を活用した
啓発

・みんいくアンケートで「毎日、何時頃にねますか」の項
目で、前学期より早く寝る児童が増えている。
・みんいくアンケートで就寝時間が１０時までの回答児
童７０％以上

・みんいくアン
ケート

学期末
年度末

B B

１０時までに就寝している児童は低
学年は７０％以上だったが，学年が
上がるほどその割合が減っている。
児童の実態を把握することができた
が，アンケートを教育活動へ反映さ
せるまでには至っていない。

B

睡眠不足への懸念と、家庭環境が及ぼす
影響を指摘する声が上がっています。学年
別の実態に応じたきめ細かな分析のほ
か、帰宅後の生活習慣の把握など、家庭と
連携した実効性のある指導への期待が寄
せられています。

校長より(年度末)
本年度は「心地よい学びがあふれる学校づくり」を重点目標に掲げ、教育活動の充実に努めました。「わくわくする心地よさ」の面では、授業研鑽や自主学習の推進を通じ、子どもが自ら問いをもつ主体的な学びの基
盤を築きました。「達成する心地よさ」については、なわとびタイムや食育等の活動を通じ、個人と集団の両面で「できた」体験を積み重ね、自尊感情の高まりを確認できました。また、特別支援教育の組織的充実によ
り、全ての児童にとっての「安心できる心地よさ」の醸成にも注力いたしました。
一方で、学校関係者評価からは、数値に表れない児童の本音の把握や、家庭と連携した生活習慣の改善など、支援の質を問う貴重な示唆をいただきました。これらの提言を真摯に受け止め、次年度はさらに一人ひ
とりの「わからない」に寄り添い、心地よさを実感できる学びを深化させます。教職員一丸となり、地域と共に子どもたちの輝く未来を育む学校づくりに邁進してまいります。

学校関係者評価者から(年度末)
本校の教育活動に対し「組織的な対応」や「若手育成」を高く評価いただく一方で、数値の背後にある「児童の生の声」や「実態」をより深く
探るよう、鋭いご指摘をいただきました。読書や食育、規律指導等において、単なる計画遂行に留まらない、家庭と連携した実効性ある指
導を求める声は、本校がさらなる質の向上を目指すための重要な視点です。特に、児童の「わからない」や「困り感」に寄り添う丁寧な対話
と、思春期の成長を見据えた多角的な視点への期待が寄せられました。これらを重く受け止め、地域社会と一層深く連携しながら、真に「心
地よい学び」を創出する学校づくりに邁進いたします。

健
や
か
な
体

Ｂ Ｂ B

自
尊
感
情
の
育
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・共に生きる意欲、共に学ぶ
喜びを育てる。
・ちがいを認め合い、互いに思
いやる優しさを育てる。
・差別を見抜き、差別をしない、
させない子を育てる。
・いじめ、暴力をしない、させな
い子を育てる。

校内の規律面での課題が残ってい
る。特に身だしなみに関しては、帽
子・名札の未着用をはじめ、ピアス
着用、染髪など課題がある。
・挨拶に関しては、朝礼や児童会を
中心に継続して取り組むことができ
た。
帽子・名札の着用はおおむねできて
いる。また、運動場で遊ぶ時間が増
えたが、チャイム着席も問題ないと
言える。

あいさつはよくできている。地域の方か
らの好評の声も多い。帽子の着用も熱
中症対策の観点からも年度初めから丁
寧に声をかけ続け，着用率も上がってい
る。課題としては，チャイムと同時に授業
を始めることや掃除の開始時間など時
間を守ることに関してはまだまだ課題で
ある。特に学年行事が多くなる２学期，
特に１０月からは時間を守ることに関し
ては指導の徹底を行っていく。

課題のある児童についてアセスメン
トを実施し、支援COと担任間で支援
策の検討を行っている。毎月の研修
を通して、特別支援教育における職
員のスキルアップを図っている。

課題のある児童について授業観
察・教育相談を実施し、特別支援
委員会において具体的な支援内
容、対応策を検討している。支援
担任から毎月TV朝会で啓発をし
たり、各学年に啓発授業を積極
的に展開したりしている。

児童観察
生活の記録
アンケート
児童観察

豊
か
な
心
・
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生活習慣の定着を評価する一方、染髪や
ピアス等の規律課題に対し、思春期の自
己表現という側面を理解しつつも、怪我の
防止や家庭の教育力の重要性を指摘する
声が上がりました。チャイム着席について
は、中学校進学を見据えた継続指導の必
要性が強調されています。学校のみなら
ず、家庭の理解と協力のもとで、発達段階
に応じた規律意識を醸成していくことへの
強い期待が寄せられています。

健
康
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り

健康・安全について理解を深
め、運動に親しませるとともに、
体力の向上を図り、楽しく明る
い生活を営む態度を育てる。

児童の保健安全委員会の活動で
は，児童からの提案で，「熱中症予
防」と「安全な遊具の使い方」「廊下
の正しい歩き方」のポスターを作って
掲示し，全校児童に啓発活動を行っ
た。今年度は暑い日が続いていた
が，水分補給や帽子の着用など，児
童自ら熱中症を予防しようとする姿
が多く見られた。

随時
学期末
年度末

規
範
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なわとびタイムを毎週水曜日に実施
し、毎回５０～１００名程度の児童が
参加している。各学年、体育の授業
でもなわとびに取り組み、なわとび
の習慣がついてきている。

２～６年生対象に，みんいくアンケートを
実施し，睡眠に対する児童の実態を確
認した。引き続き，３学期もアンケートを
実施し，児童に睡眠時間をしっかりとる
ことの大切さを指導していきたい。

どの学年・学級においても、授業
の中でペア活動やグループ活動
を積極的に実施している。

年間計画をもとに概ね順調に実施し
ているが、まだ実施できていない部
分もある。今後も各学年で確認を行
い、必要に応じて学習内容を追加・
変更し、進めていく。

毎月の朝礼での講話、月ご
とのテーマの実践を継続し
て行っていく。

計画通りに実施しており、人権委員会や
職員会議において児童の実態を全職員
で共有している。今後は、現状の報告に
加えて児童の成長の様子についても積
極的に発信していく。

計画の遂行に留まらず、成果の質を問う視
点が寄せられました。傾聴や推察、非言語
情報の活用等、多角的なスキルの育成を
求める具体的な提案のほか、若手教員の
指導支援など組織的サポートの必要性も
指摘されています。形骸化させない実効性
のある人権教育の展開に対し、地域から
更なる深化への強い期待が寄せられてい
ます。

学校のルールや集団行動を身
に着ける。

日常の生活に関して
・あいさつの励行
・帽子や名札の着用
・チャイムを守る
・清掃指導の推進
・いじめ事象の未然防止・早期発見・解決
・集団行動指導の徹底
（集合、整列、話を聞く姿勢）

　
・あいさつができる。
　（あいさつレベルの設定、活用）
・チャイムで素早く行動ができる。
・帽子を登下校時必ず着用している。
・名札を毎日必ず着用している。
・積極的に掃除をしている。
・いじめやいじめにつながりそうな事象を先生や
保護者、友達に相談して解決している。

３年生保健での朝食の指導，給食
の残食と食品ロス削減のための「り
んごの木」，長期休業中の食事準備
の課題などに取り組んでいる。


